
 平 成 ２ ２ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 
 Ａ   Ｉ  
 Ｄ  Ｄ 総  合  種  

 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 試 験 科 目 基礎又は法規 技術のみ 基礎と法規 基礎（又は法規）と技術 全 科 目 

 科  目  数 １ 科 目 １ 科 目 ２ 科 目 ２ 科 目 ３ 科 目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 １ ２ 時 １ ０ 分

３  試験科目別の問題数（解答数）及び試験問題ページ  
   問 題 数 ( 解 答 数 )   

 
科    目 

第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問 第 7 問 第 8 問 第 9 問 第 10 問 

試験問題 

ページ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４   ５   ４  ４  ５  ― ― ― ― ― Ｎ－ 1 ～  7

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５   ５   ５   ５  ５  ５  ５  ５  ５  ５  Ｎ－ 8 ～ 18

 端末設備の接続に関する法規 ５   ５   ５  ５  ５  ― ― ― ― ― Ｎ－19 ～ 24

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。  

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてください。 

[記入例]  受験番号  ０１N９２１１２３４                生年月日  昭和５０年３月１日 

           

受　　験　　番　　号

000000000

111111111

22222222

3333333

444444

55555

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

5

6

Ｎ

4

5

6

7

8

9
             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

  
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ又はＢ）

で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点 

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。 

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 
 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 
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電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒが４オームであるとき、端子ａ－ｂ間の合成抵抗は、

(ア) オームである。 (５点)

① １ ② ２ ③ ４ ④ ８ ⑤ １６

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスは、 (イ) オームである。

(５点)

① １２ ② １３ ③ １７ ④ １９ ⑤ ２１

(３) 電磁誘導によって生ずる (ウ) は、これによって生ずる電流が、鎖交磁束の変化を妨げ

るような向きに誘起される。 (５点)

① 磁化力 ② 電磁力 ③ 起磁力 ④ 保持力 ⑤ 起電力

(４) ２枚の平板導体を平行に向かい合わせたコンデンサにおいて、各平板導体の面積を２倍、平

板導体間の距離を３倍にすると、静電容量は、 (エ) 倍になる。 (５点)

２ ４ ２ ９ ９① ② ③ ④ ⑤９ ９ ３ ４ ２

ｂ

図 ２

ａ

Ｒ＝５ ＸＬ＝１４ ＸＣ＝２Ω ΩΩ

図 １

Ｒ
ａ ｂ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ Ｒ

Ｒ
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ｐｎ接合部に外部から逆方向電圧を加えると、ｐ形領域の多数キャリアである正孔は、電

源の正極(＋極)に引かれ、空乏層が広がる。

Ｂ ｐｎ接合部に外部から順方向電圧を加えると、空乏層の幅が狭くなり、ｎ形領域の多数

キャリアである自由電子はｐ形領域へ流れ込む。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図に示すトランジスタ回路において、ＶＣＣが１０ボルト、ＲＢが９３０キロオーム、ＲＣが

５キロオームのとき、コレクタとエミッタ間の電圧ＶＣＥは、 (イ) ボルトである。ただ

し、直流電流増幅率ｈＦＥを８０、ベースとエミッタ間のバイアス電圧ＶＢＥを０.７ボルトとする。

(４点)

① ４ ② ５ ③ ６ ④ ７ ⑤ ８

(３) トランジスタ回路で出力信号を取り出す場合には、バイアス回路への影響がないようにコン

デンサを通して (ウ) のみを取り出す方法がある。 (４点)

① 直流分 ② 交流分 ③ 高調波成分 ④ 漏話信号分

(４) ダイオードについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ トンネルダイオードに順方向電流を流すと、トンネル効果により、ある電圧領域では電圧

をかけるほど流れる電流量が少なくなるという負性抵抗が現れる。

Ｂ 可変容量ダイオードに逆方向電圧を加えると、ｐｎ接合面付近の空乏層の厚みが変化する

ことにより静電容量が変化する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ベース接地トランジスタ回路の電流増幅率が０.９７で、エミッタ電流が３ミリアンペアの

とき、ベース電流は、 (オ) マイクロアンペアとなる。 (４点)

① ０.０９ ② ２.９１ ③ ３.９７ ④ ９０

ＢＥＶ

ＲＢ

Ｖ

Ｒ

ＶＣＥ

Ｃ

ＣＣ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１～図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、図１

～図３の塗りつぶした部分を示す論理式すべての論理積は、 (ア) と表すことができる。

(５点)

① Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ ② Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

③ Ａ･Ｂ＋Ｃ ④ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 図４の論理回路において、Ｍの論理素子が (イ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと出力ｃ

との関係は、図５で示される。 (５点)

図４

図５

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

① ② ③ ④

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ

Ｍ

a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力
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(３) 図６の論理回路は、ＮＯＲゲートとＮＡＮＤゲートの組合せによるフリップフロップ回路で

ある。入力ａ及び入力ｂに図７に示す入力がある場合、図６の出力ｃは、図７の出力のうち

(ウ) である。 (５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５

入力ａ

入力ｂ 出力ｃ

出力ｄ

図６

図７

a

b

c1

c2

c3

c4

c5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力
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(４) 表に示す論理関数のうち、ブール代数の公式等を利用して変形すると、

(Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ)･(Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ)

になるものは、 (エ) である。 (５点)

① イ ② ロ ③ ハ ④ ニ ⑤ ホ

論理関数

イ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ロ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ハ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ニ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ

ホ (Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線１への入力電圧が１４５ミリボルト、電気通信回線１から電気

通信回線２への遠端漏話減衰量が６６デシベル、増幅器の利得が (ア) デシベルのとき、

電圧計の読みは、１４.５ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスはすべて

同一値で整合しているものとする。 (５点)

① ２６ ② ３６ ③ ４６ ④ ５６ ⑤ ６６

(２) 同軸ケーブルは、一般的に使用される周波数帯において信号の周波数が４倍になると、その

伝送損失は、約 (イ) 倍になる。 (５点)

１ １① ② ③ ２ ④ ４４ ２

(３) 図２に示すアナログ方式の伝送路において、受端のインピーダンスＺに加わる信号電力が

(ウ) ミリワットで、同じ伝送路の無信号時の雑音電力が０.００５０ミリワットである

とき、この伝送路の受端におけるＳＮ比は４０デシベルである。 (５点)

① ２０ ② ３０ ③ ４０ ④ ５０ ⑤ ６０

(４) 伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号のひずみは、 (エ)

ひずみといわれる。 (５点)

① 群遅延 ② 同 期 ③ 位 相 ④ 波 形 ⑤ 非直線

信号電力

雑音電力

受端送端

信
号
源

信号時

無信号時

図２

Ｚ

Ｚ 0.0050

Ｚ０

Ｚ０

mＷ〔 　〕

mＷ〔　 〕

(ウ

(

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器
終端抵抗

電圧計Ｖ終端抵抗

図１
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信に用いられる光変調方式には、ＬＥＤやＬＤなどの光源を直接変調する方式

と、外部変調器を用いて光信号の (ア) を変化させる方式がある。 (４点)

① 符号長 ② 伝搬速度 ③ 伝搬モード ④ 位 相

(２) フィルタについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ コイル、コンデンサなどの受動素子で構成されるフィルタは、一般に、パッシブフィルタ

といわれる。

Ｂ デジタルフィルタは、信号をデジタル処理する遅延器、加算器、乗算器で構成することが

でき、一般に、アナログフィルタと比較して、高精度な周波数選択性を有している。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) アナログ伝送における回線雑音には、信号電力の大きさには無関係な熱雑音、中継器などの

特性により生ずる相互変調雑音、ケーブル心線間の電磁結合や静電結合あるいはフィルタの特

性によって生ずる (ウ) などがある。 (４点)

① 漏話雑音 ② 量子化雑音 ③ ジッタ ④ 補間雑音

(４) デジタル信号の伝送系において、ビットエラーが、ある時間帯で集中的に発生しているか否

かの品質評価尺度の一つに、 (エ) がある。 (４点)

① ランダムエラー ② 長時間平均誤り率

③ 平均オピニオン評点 ④ ％ＥＳ

(５) ギガビットイーサネットの規格の一つである１０００ＢＡＳＥ－ＣＸでは、伝送媒体として、

(オ) ケーブルが使用される。 (４点)

① ＵＴＰ ② ２心平衡型同軸 ③ ＵＳＢ ④ マルチモード光ファイバ
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＰＨＳを用いた事業所用コードレスシステムにおいて、構内ＰＨＳ基地局とコードレス内線

電話機(ＰＨＳ端末など)との間の無線伝送区間のアクセス方式としては、一般に、 (ア)

といわれる多元接続方式が用いられている。 (２点)

① ＣＤＭＡ ② ＦＤＭＡ ③ ＣＳＭＡ ④ ＴＤＭＡ ⑤ ＳＤＭＡ

(２) デジタル式ＰＢＸの空間スイッチでは、音声情報ビット列が多重化されたまま、タイムスロ

ットの時間位置を変えないで、タイムスロット単位に (イ) の開閉に従い入ハイウェイか

ら出ハイウェイへ乗り換える。 (２点)

① 時分割ゲートスイッチ ② 制御メモリ ③ 順番読み出しカウンタ

④ 多重・分離回路 ⑤ 時間スイッチ

(３) デジタル式ＰＢＸが有する機能のうち、外線からＰＢＸに収容されている内線に直接着信さ

せるため、外線からＰＢＸへの着信時にトーキーなどで一次応答をした後、引き続きＰＢ信号

で内線番号をダイヤルさせるものは、 (ウ) 方式といわれる。 (２点)

① ダイレクトインライン ② 分散中継台 ③ ダイヤルイン

④ ダイレクトインダイヤル ⑤ コールバック

(４) デジタル電話機からＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースを経由して網に接続し、通話状

態が確立している場合、デジタル電話機の送話器からの音声信号は、 (エ) のコーデック

回路でデジタル信号に変換される。 (２点)

① 端末アダプタ ② デジタル回線終端装置 ③ 電話機本体

④ 変復調装置 ⑤ デジタル加入者線交換機

(５) ＪＩＳ Ｃ ５３８１－１：２００４においてＳＰＤは、雷などからの過渡的な過電圧を制限

し、サージ電流を分流することを目的とするもので、１個以上の (オ) を内蔵しているデ

バイスとされている。 (２点)

① リアクタンス ② コンデンサ ③ 線形素子

④ 三端子素子 ⑤ 非線形素子

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＥＥＥ８０２.３ａｅにおいて標準化された (ア) は、ＷＷＤＭ技術を使い、ＬＡＮ用

として、シングルモード光ファイバ又はマルチモード光ファイバが使用される。 (２点)

① １０ＧＢＡＳＥ－ＣＸ４ ② １０ＧＢＡＳＥ－ＥＲ

③ １０ＧＢＡＳＥ－ＬＷ ④ １０ＧＢＡＳＥ－ＬＸ４

⑤ １０００ＢＡＳＥ－ＬＸ１０
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(２) ＩＥＥＥ８０２.３ａｆにおいて標準化されたＰｏＥ機能について述べた次の二つの記述は、

(イ) 。 (２点)

Ａ ＩＥＥＥ８０２.３ａｆの規定には、信号対を使用して給電するオルタナティブ(Alterna-

tive)Ａ、予備対(空き対)を使用して給電するオルタナティブＢ及び４対すべてを使用して給電

する３種類の方法がある。

Ｂ ＩＥＥＥ８０２.３ａｆの規定では、給電側の機器(Power Sourcing Equipment)１ポート当

たり直流４４～５７ボルトの範囲で最大１５.４ワットの電力を、受電側の機器(Power Device)

に給電することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＬＡＮを構成する機器などについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (ウ)

である。 (２点)

① イーサネットを構成する機器であるブリッジは、ＭＡＣアドレスを用いて信号の中

継を行う。

② スター型のＬＡＮで使用されるリピータハブは、ＯＳＩ参照モデルにおけるデータ

リンク層が提供する機能を利用して、信号の増幅、整形及び中継を行う。

③ スイッチングハブのフレーム転送方式におけるストアアンドフォワード方式は、速

度やフレーム形式の異なるＬＡＮ相互の接続ができる。

④ ＬＡＮを構成する機器であるルータは、ＯＳＩ参照モデルにおけるネットワーク層

が提供する機能を利用して、異なるネットワークアドレスを持つＬＡＮ相互の接続が

できる。

(４) ＩＰボタン電話装置のスライド発信機能などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。

(２点)

Ａ ＩＰボタン電話装置のスライド発信機能では、ＩＰ網の電話番号計画で許容されない電話

番号へ発信した場合、空きのアナログ外線又はＩＳＤＮ外線を自動的に捕捉して再発信する。

Ｂ ＩＰボタン電話装置には、ＩＰ網の電話番号計画で許容されない電話番号に外線発信の操作

が行われた場合、ブロードバンドルータユニットが、ＩＰ網からステータスコード(380 Alt-

ernative Serviceなど)を受信し、主制御ユニットに対して切断メッセージを通知する機能を

有するものがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ＩＰ－ＰＢＸなどについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (２点)

Ａ 電気通信事業者が提供するＩＰセントレックスサービスのＩＰセントレックス装置には、

一般に、アナログ電話網を介してユーザのＩＰ電話機やソフトフォンなどが接続される。

Ｂ ＰＢＸ機能を組み込んだ汎用サーバを用いたＩＰ－ＰＢＸには、一般に、ＬＡＮインタ

フェースを介してＩＰ電話機が接続される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０で必須項目と

して規定されている保守のための試験ループバックとして、ＮＴ１で２Ｂ＋Ｄチャネルが折り

返されるループは、ループ (ア) といわれる。 (２点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ Ｂ１ ⑤ Ｂ２

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける回線交換モードについて述べた次の二つの

記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ 回線交換モードの呼設定のための情報は、Ｄチャネルを使用して転送される。

Ｂ 呼設定終了後、ユーザ情報を転送するときのレイヤ２以上で用いられるプロトコルについ

ては、端末相互で合意した任意のものが使用できる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１におけるフレームは、各チャネルの情報

ビットとフレーム制御用ビットなどを合わせた (ウ) ビットで構成され、２５０マイクロ秒

の周期で繰り返し送受信される。 (２点)

① １６ ② ４８ ③ ６４ ④ １９２ ⑤ ３２０

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、レイヤ２のポイント・ツー・マルチポイ

ントデータリンクでは、上位レイヤから転送を依頼される情報は (エ) を用いてＵＩフレ

ームで転送される。 (２点)

① ＨＤＬＣ手順 ② 確認形情報転送手順

③ ＬＡＰＦ手順 ④ 非確認形情報転送手順

(５) 図は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの回線交換呼における基本呼制御シーケンス

の一部を示したものである。図中のＸの部分のシーケンスについては、 (オ) チャネルが

使用される。 (２点)

① １６キロビット／秒のＤ ② ３２キロビット／秒のＢ

③ ３２キロビット／秒のＤ ④ ６４キロビット／秒のＢ

⑤ ６４キロビット／秒のＤ

発信端末 ＩＳＤＮ 着信端末

切 断

データ転送

Ｘ

切 断
解 放

解 放

解放完了
解放完了
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 次に示すＩＰｖ６アドレスの例は、省略及び簡略化された表記である。

２００１：ｄｂ８：：／３２

このＩＰｖ６アドレスについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ この例に示すアドレスは、リンクローカルユニキャストアドレスである。

Ｂ この例に示すアドレスの上位部分は、プレフィックス部といわれ、／３２は、３２ビット

分がプレフィックスＩＤであることを表している。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 光アクセスネットワークの設備構成のうち、電気通信事業者の設備から配線された１心の光

ファイバ回線を、分岐点において光スプリッタで分岐し、個々のユーザにドロップ光ファイバ

を用いて配線している方式は、 (イ) 方式といわれる。 (２点)

① ＳＳ ② ＡＤＳ ③ ＨＤＳＬ ④ ＨＦＣ ⑤ ＰＤＳ

(３) ルータのＰＭＴＵＤなどについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ＰＭＴＵＤは、発信元ホストとネットワーク内のすべてのルータにおいてＰＭＴＵＤが有

効に機能するよう設定されている場合、パケットの発信元からあて先までの経路上にあるパス

において、パケットが分割されずに転送できるＭＴＵ値を検出する仕組みである。

Ｂ ＰＭＴＵＤに用いられるＩＣＭＰメッセージには、｢あて先到達不能｣、｢フラグメント化が

必要だがＤＦビットが設定されている｣などの情報が含まれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 広域イーサネットにおいて用いられるＥｏＭＰＬＳは、ＭＰＬＳ網内でイーサネットフレーム

を転送する技術であり、ユーザネットワークのアクセス回線から転送されたイーサネットフレ

ームは、一般に、ＭＰＬＳドメインの入口にあるエッジルータで (エ) が除去され、レイ

ヤ２転送用ヘッダとＭＰＬＳヘッダが付与される。 (２点)

① ＰＡ(PreAmble/SFD)とＦＣＳ(Frame Check Sequence)

② ＰＡとＰＡＤ(Padding Bit)

③ ＤＡ(Destination Address)とＳＡ(Source Address)

④ ＰＡとＤＡ

⑤ ＤＡとＦＣＳ

(５) ＳＤＨベースのユーザ・網インタフェースにおける、ＡＴＭセルのヘッダ部にあるＣＬＰフ

ィールドの機能について述べた次の記述のうち、正しいものは、 (オ) である。 (２点)

① セルヘッダの誤りを検出する。

② 端末間のフロー制御に使用する。

③ ＡＴＭセルの通信経路を選択する。

④ ユーザ情報セル、保守運用管理セル又はリソース管理セルを示す。

⑤ ＡＴＭ網が輻輳状態に陥ったときなどに、優先的に破棄するセルを表示する。
ふくそう



Ｎ－12

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計１０点)

(１) アーランＢ式の前提について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ 入回線数が有限で、出回線数が無限のモデルにランダム呼が加わる。

Ｂ 呼の回線保留時間分布は指数分布に従い、かつ、損失呼は消滅する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 出回線数が１７回線の交換線群に１５.０アーランの呼量が加わったとき、呼損率を

(イ) とすれば、回線の平均使用率は６０.０パーセントである。 (２点)

① ０.１９ ② ０.２８ ③ ０.３２ ④ ０.４７ ⑤ ０.５３

(３) ある回線群についてトラヒックを２０分間調査し、保留時間別に呼数を集計したところ、表

に示す結果が得られた。調査時間中におけるこの回線群の呼量が３.０アーランであるとき、

保留時間が２００秒の呼数は、 (ウ) 呼である。 (２点)

① ２ ② ３ ③ ４ ④ ５ ⑤ ６

１呼当たりの保留時間 １１０秒 １２０秒 １５０秒 ２００秒

呼 数 ５ １０ ７ (ウ)

(４) ＩＰｖ６ノードがネットワークに正常に接続されていることを確認するために、 (エ)

で提供される機能を利用したｐｉｎｇコマンドを用いて、ＩＰパケットが確実に届いているか

どうかの到達確認などを行う。 (２点)

① ＤｉｆｆＳｅｒｖ ② ＩＮＶＩＴＥ ③ ＤＨＣＰｖ６

④ ＩＣＭＰｖ６ ⑤ ＳＤＰ(Session Description Protocol)

(５) イーサネットに接続されるＬＡＮカードなどに固有に割り当てられたＭＡＣアドレスは、６

バイト長で構成され、先頭の (オ) バイトはベンダコードなどといわれ、ＩＥＥＥが管理、

割当てを行っている。 (２点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

第６問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 本物と思わせた偽のＷｅｂサイトにアクセスさせ、そのＷｅｂサイトで入力された情報を取

得する手法は、一般に、 (ア) といわれる。 (２点)

① トラッシング ② キーロガー ③ スキミング

④ フィッシング ⑤ スニフィング
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(２) 認証などについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (イ) である。 (２点)

① ユーザＩＤとパスワードを送る方式は、平文認証といわれ、ネットワーク上で盗

聴されても解読されるおそれはない。

② 毎回異なるチャレンジコードと、パスワード生成ツールにより作成されるレスポ

ンスコードを用いることにより認証する方法は、チャレンジレスポンス方式を利用

したワンタイムパスワード認証といわれる。

③ 公開鍵暗号方式の技術を利用したデジタル署名では、送信者の公開鍵を用いてデ

ジタル署名を作成する。

④ ワンタイムパスワードを用いた認証は、一般に、ＰＡＰ認証と比較して、パスワ

ードの安全性が低く、セキュリティ強度は低いとされている。

(３) ＶＰＮについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ＶＰＮは、企業の各拠点相互をＬＡＮ間接続する場合や、移動中や遠隔地のパーソナルコ

ンピュータからインターネット経由で企業のサーバにリモートアクセスする場合などに用い

られる。

Ｂ ＶＰＮに用られるＩＰｓｅｃの通信モードには、送信するＩＰパケットのペイロード部分

だけを暗号化するトンネルモードと、ＩＰパケットのＩＰヘッダ部まで含めて暗号化するト

ランスポートモードがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) コンピュータウイルス対策について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ コンピュータウイルスの検出技術の一つであるチェックサム方式は、ハードディスク内に

ある実行可能ファイルが改変されていないかを監視し、ウイルス名を特定することができる。

Ｂ コンピュータウイルスに感染した電子メールの送受信によるコンピュータウイルスのまん

延を防止するには、特定の差出人からの電子メールを拒否する機能、電子メールの添付ファ

イルがコンピュータウイルスに感染していないかをチェックする機能などをメールサーバに

設ける方法がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 情報セキュリティポリシーに関して望ましいとされている運用方法などについて述べた次の

記述のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (２点)

① 情報セキュリティポリシーの体系は、一般に、基本方針、対策基準及び実施手順

の３階層で構成されるが、このうち、基本方針と対策基準を合わせたものを情報セ

キュリティポリシーということもある。

② 基本方針は、情報資産のセキュリティ確保のため、組織の基本方針を表明するこ

とにより、経営層が情報セキュリティに本格的に取り組む姿勢を示し、組織がとる

べき行動を社内外に宣言するものである。

③ 基本方針については、一般に、組織の業務分掌など組織の状況にあわせて、複数

の基本方針を策定する。

④ 対策基準は、基本方針に準拠して何を実施しなければならないかを明確にした基

準であり、実際に守るべき規定を具体的に記述し、適用範囲や対象者を明確にする

ものである。

⑤ 対策基準については、見直しを定期的に行い、必要に応じて変更する。また、変

更した場合にはその変更内容の妥当性を確認する。
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第７問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 架空線路設備において、メタリック平衡対ケーブルを用いた通信線が電力線から受ける誘導

妨害について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ 通信線と電力線のほかに遮へい線がない場合は、遮へい線がある場合と比較して、一般に、

通信線が電力線から受ける誘導妨害が大きい。

Ｂ 通信線と電力線が直角に交差している場合は、接近・平行している場合と比較して、一般

に、通信線が電力線から受ける誘導妨害が大きい。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 測定確度が±(１.６％rdg＋２dgt)、分解能が０.１ボルトのデジタル式テスタを用いて、

直流２００.０ボルトレンジで測定した直流電圧の測定値が１００.０ボルトであったとき、測

定誤差の範囲は、± (イ) ボルトである。ただし、rdgは読み取り値、dgtは最下位けたの

数字を表すものとする。 (２点)

① １.２ ② １.８ ③ ３.２ ④ ３.４

(３) アンダカーペット配線方式によるボタン電話装置の配線工事において、ケーブルをタイルカー

ペットの床面から立ち上げる場合、一般に、ケーブルを床面と固定するためにフロアクリップ

が使用され、床面から立ち上げたケーブルを保護するために (ウ) が使用される。(２点)

① ケーブルパス ② フリーレット ③ フロアプロテクタ

④ ステップル ⑤ ブッシング

(４) デジタル式ＰＢＸの設置工事終了後に行う内線関連の機能確認試験のうち、 (エ) 試験

では、内線電話機Ａと内線電話機Ｂが通話しているときに、内線電話機Ｂがフッキング操作な

どにより、内線電話機Ａとの通話を保留して内線電話機Ｃを呼び出した後、オンフックするこ

とにより内線電話機Ａと内線電話機Ｃが通話状態になることを確認する。 (２点)

① コールピックアップ ② コールウエイティング ③ 不在転送

④ コールトランスファ ⑤ コールパーク

(５) デジタル式ＰＢＸの設置工事について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (２点)

Ａ 同一部署における複数の内線を複数の内線回路パッケージに分散して収容することにより、

一つの内線回路パッケージが故障しても、当該部署のすべての内線が使用できなくなる状況

を防ぐことが望ましい。

Ｂ 主装置の筐体に施すＤ種接地工事では、一般に、接地線としてＩＶ線を使用し、また、接
きよう

地抵抗は１００オーム以下としなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第８問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ポイント・ツー・ポイント構成でのＮＴ

とＴＥとの間の最長配線距離は、ＴＴＣ標準で (ア) メートル程度とされている。(２点)

① １００ ② ５００ ③ １,０００ ④ ２,０００
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(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、工事試験などで給電電圧を測定する場合、

レイヤ１停止状態で測定したＤＳＵのＴＥ(端末装置)側インタフェースのＴ線－Ｒ線間の給電

電圧 (イ) ボルトは、ＴＴＣ標準で要求される電圧の範囲内である。 (２点)

① ２０ ② ４０ ③ ６０ ④ ８０

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける、ポイント・ツー・マルチポイント構成の

配線長について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ 延長受動バス配線は、ＮＴから離れた場所に複数のＴＥを収容するバス配線構成であり、

ＴＥ相互間(ＮＴに一番近いＴＥと一番遠いＴＥとの距離)の最大配線長は、１００～２００

メートルの範囲である。

Ｂ 短距離受動バス配線は、バス上の任意の場所にＴＥを接続することができるバス配線構成

で、ＴＥ相互間(ＮＴに一番近いＴＥと一番遠いＴＥとの距離)の最大配線長は、２５～５０

メートルの範囲である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＪＩＳ ＴＳ Ｃ００１７ビルディング内光配線システムにおける、光ファイバ心線の永久接

続方法について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ メカニカル接続は、光ファイバどうしを接続部材に機械的に接続する方法であり、光ファ

イバの接合面には、反射を低減するために屈折率整合剤が使用されている。

Ｂ 融着接続は、光ファイバどうしを溶融して接続する方法であり、熱源としては、電極間の

高周波放電熱を利用するのが一般的である。光ファイバ端面間には屈折率整合剤が使用され

ているため、低損失であり、かつ、反射がほとんどない接続が得られる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ＪＩＳ ＴＳ Ｃ００１７ビルディング内光配線システムにおける、配線盤の接続形態につい

て述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (２点)

Ａ コネクタ接続は、光コネクタの形状に合った光コネクタアダプタを介して接続する方法で、

ケーブル内の心線をピグテイル(光コネクタ付きファイバ心線)と融着接続し、光コネクタア

ダプタの並べられたアダプタパネルに接続する形態である。

Ｂ ジャンパ接続は、両端光コネクタ付き光コードを使用し、容易に接続変更を可能とする工

法の接続方法である。この接続の場合は、両側のケーブルをコネクタ接続とし、その間をジ

ャンパコードで接続する形態である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第９問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＥＥＥ８０２.３ａｆに準拠したＰＯＥでは、カテゴリ５のＬＡＮケーブルを使用して給

電する場合、給電方法がオルタナティブ(Alternative)Ｂのとき、給電に使用するＲＪ－４５

のピン番号は (ア) である。 (２点)

① １、２、３、４ ② １、２、３、６ ③ ３、４、５、６

④ ４、５、６、７ ⑤ ４、５、７、８
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(２) ＪＩＳ ＴＳ Ｃ００１７ビルディング内光配線システムにおける光ファイバケーブル布設後

の光ファイバ伝送路の損失試験について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ 光損失試験で使用する光パワーメータは、測定する波長によって短波長用と長波長用に大

別される。長波長用の受光素子にはシリコン(Ｓi)が使用され、短波長用の受光素子にはゲ

ルマニウム(Ｇe)又はインジウムガリウムひ素(ＩｎＧａＡｓ)が使用される。

Ｂ 光ファイバケーブルの伝送損失の測定でＯＴＤＲを用いるとき、ＯＴＤＲに接続した光フ

ァイバケーブルの近端から１０メートル前後の範囲は測定不能区間(デッドゾーン)となるた

め、その範囲での破断点検出を行う際には赤色光源を用いて目視で行う。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、図に示す構内配線の設計において、クロスコネクト－

ＴＯモデル、カテゴリ６要素を使ったクラスＥのチャネルの場合、パッチコード／ジャンパ、

機器コード及びワークエリアコードの合計長が１５メートルのとき、水平配線ケーブルの最大

長は、 (ウ) メートルとなる。ただし、使用温度は２０℃、コードの挿入損失dＢ／ｍ

は水平配線ケーブルの挿入損失dＢ／ｍに対して５０パーセント増とする。 (２点)

① ８０.５ ② ８１.５ ③ ８２.５ ④ ８４.５ ⑤ ８６.５

(４) ＵＴＰケーブルの成端方法及び余長処理について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。

(２点)

Ａ ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４において、接続器具(モジュラコネクタなど)とＵＴＰケー

ブルを接続する方法は、金属スリット間に電線を押し込むことにより、絶縁被覆を取り除い

て接続する圧接接続(ＩＤＣ)方式にすることが望ましいと規定されている。

Ｂ ＵＴＰケーブルの余長処理では、機器・パッチパネルが高密度で収納されるラック内など

で、小さな径のループ及び過剰なループ回数の余長処理を行うと、ケーブル間の同色対どう

しにおいてグランドループが発生し、トラブルの原因となる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４における平衡配線の性能測定では、挿入損失の測定結果が規

定値 (オ) となる周波数範囲での３ｄＢ／４ｄＢルールは、配線長が１０メートル程度と

１００メートル程度では、より短い配線長の方が、広い周波数範囲が適用される。 (２点)

① 以 下 ② 以 上 ③ の２倍まで ④ の３倍まで

ＴＯ

ＴＥＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード
ワークエリアコード

水平配線ケーブル

Ｃ

パッチコード
／ジャンパ

Ｃ = 接続点

チャネル
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第１０問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選

び、その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＵＴＰケーブルへのコネクタ成端時に発生するトラブルなどについて述べた次の二つの記述

は、 (ア) 。 (２点)

Ａ コネクタ成端時の結線の配列違いには、ショートリンク、パーマネントリンク、マージナ

ルパスなどがあり、漏話特性の劣化、ＰｏＥ機能が使えないなどの原因となることがある。

Ｂ 対の撚り戻しでは、長く撚りを戻すと、ツイストペアケーブルの基本性能である電磁誘導
よ

を打ち消しあう機能の低下による漏話特性の劣化、特性インピーダンスの変化による反射減

衰量の規格値外れなどの原因となることがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＪＩＳ Ｃ ６８２３：２０１０光ファイバ損失試験方法について述べた次の記述のうち、誤

っているものは、 (イ) である。 (２点)

① カットバック法は、入射条件を変えずに光ファイバの二つの地点でのパワーＰ１、

Ｐ２を測定する。Ｐ２は光ファイバ末端から放射される光パワーとし、Ｐ１は入射地点

近くで切断した光ファイバから放射される光パワーとする。

② 挿入損失法は、測定原理から光ファイバ長手方向での損失の解析に使用すること

ができ、入射条件を変化させながら連続的な損失変動を測定することが可能である。

③ 挿入損失法は、カットバック法よりも精度は落ちるが、被測定光ファイバ及び両

端に固定される端子に対して非破壊でできる利点がある。

④ ＯＴＤＲ法は、光ファイバの単一方向の測定であり、光ファイバの異なる箇所か

ら光ファイバの先端まで後方散乱光パワーを測定する方法である。

(３) 職場の安全活動などについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ 労働安全衛生マネジメントシステム(ＯＳＨＭＳ)における｢日常的な安全衛生活動｣には、

ＫＹ活動、４Ｓ活動(運動)、ヒヤリ・ハット事例の収集及びこれに係わる対策の実施などが

ある。

Ｂ ＫＹ活動の４ラウンド法において、第３ラウンド(対策樹立)は、対策の中から重点実施項

目を絞り込み、実施するための行動目標を設定することである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 数値データを使用して、継続的改善を実施するために利用される図表について述べた次の

二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ パレート図は、項目別に層別して、出現頻度の大きさの順に並べるとともに、累積和を示

した図であり、一般に、改善すべき事項の全体に及ぼす影響の確認、及び改善による効果の

確認に使用される。

Ｂ ヒストグラムは、二つの特性を横軸と縦軸とし、観測値を打点して作るグラフであり、

一般に、二つの特性の相関関係を見るために使用される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 図に示すアローダイアグラムについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (オ)

である。 (２点)

① クリティカルパスの所要日数は、１２日である。

② 結合点(イベント)番号５の最早結合点時刻(日数)は１３日であり、最遅結

合点時刻(日数)は１４日である。

③ 作業Ｆのトータルフロートは１日であり、フリーフロートは２日である。

④ 作業Ｄが１日延びると、全体の工期は１日延びる。

４日

６日 １日

５日

１ ２ ６５
２日

３

３日

作業Ａ 作業Ｂ 作業Ｄ

作業Ｃ 作業Ｅ

作業Ｆ
４
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法に規定する、｢端末設備の接続の技術基準｣などについて述べた次の文章のう

ち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 電気通信事業者は、利用者から端末設備又は自営電気通信設備をその電気通信回線

設備に接続すべき旨の請求を受けたときは、その接続が登録認定機関で定める技術基

準に適合しない場合を除き、その請求を拒むことができない。

② 端末設備の接続の技術基準により確保される事項の一つとして、電気通信回線設備

を利用する他の利用者に迷惑を及ぼさないようにすることがある。

③ 端末設備の接続の技術基準により確保される事項の一つとして、電気通信回線設備

を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにすることがある。

④ 電気通信事業者は、利用者から、端末設備であって電波を使用するもの(別に告示

で定めるものを除く。)及び公衆電話機その他利用者による接続が著しく不適当なも

のの接続の請求を受けた場合は、その接続請求を拒むことができる。

(２) ｢電気通信事業の登録｣及び｢管理規程｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。(４点)

Ａ 電気通信事業を営もうとする者は、総務大臣の登録を受けなければならない。ただし、そ

の者の設置する電気通信回線設備の規模及び当該電気通信回線設備を設置する区域の範囲が

総務省令で定める基準を超えない場合は、この限りでない。

Ｂ 電気通信事業者は、電気通信役務の確実かつ安定的な提供を確保するため、総務省令で定

めるところにより、事業用電気通信設備の管理規程を定め、電気通信事業の開始前に、総務

大臣に届け出なければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 総務大臣は、電気通信事業法に規定する電気通信設備が総務省令で定める技術基準に適合し

ていないと認めるときは、当該電気通信設備を設置する電気通信事業者に対し、その技術基準

に適合するように当該設備を (ウ) し、若しくは改造することを命じ、又はその使用を制

限することができる。 (４点)

① 変 更 ② 修 理 ③ 休 止 ④ 撤 去

(４) 電気通信事業法の規定により公共の利益のため緊急に行うことを要するその他の通信であっ

て総務省令で定めるものに該当する通信について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。(４点)

Ａ 治安の維持のため緊急を要する事項を内容とする通信であって、海上保安機関相互間にお

いて行われるものは該当する通信である。

Ｂ 国会議員又は地方公共団体の長若しくはその議会の長の選挙の執行又はその結果に関し、

緊急を要する事項の通信であって、政党の事務所相互間において行われるものは該当する通

信である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 利用者は、電気通信事業法の規定により端末機器技術基準適合認定の表示が付されている端

末機器(同法の規定により端末機器技術基準適合認定の表示が付されていないものとみなされ

たものを除く。)を接続する場合その他総務省令で定める場合を除き、電気通信事業者の電気

通信回線設備に端末設備を接続したときは、当該電気通信事業者の (オ) を受け、その接

続が同法に規定する端末設備の接続の技術基準に適合していると認められた後でなければ、こ

れを使用してはならない。これを変更したときも、同様とする。 (４点)

① 承 認 ② 審 査 ③ 確 認 ④ 検 査

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者の工事の範囲について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) で

ある。 (４点)

① ＡＩ第一種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、又は監督す

ることができる。

② ＡＩ第二種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、端末設備等に収容される電気通信回線の数が５０以下であって内線の数が

１００以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタ

ル通信用設備に端末設備等を接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数

が毎秒６４キロビット換算で５０以下のものに限る工事を行い、又は監督することが

できる。

③ ＤＤ第二種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット以下のも

のに限る工事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備

に端末設備等を接続するための工事を除く。

④ ＡＩ・ＤＤ総合種工事担任者は、アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備に端

末設備等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

(２) 工事担任者規則に規定する事項について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者は、住所に変更を生じたときは、別に定める様式の申請書に、資格者証、写真

１枚を添えて、総務大臣に提出しなければならない。

Ｂ 船舶又は航空機に設置する端末設備(総務大臣が別に告示するものに限る。)を接続する工

事は、工事担任者を要する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則に規定する事項について述べた次の二つの文章

は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 技術基準適合認定を受けた端末機器でデジタルデータ伝送用設備に接続される端末機器に

表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ｃである。

Ｂ 総合デジタル通信用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主

として６４キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度により符号、音声その他の

音響又は影像を統合して伝送交換することを目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) 有線電気通信法の｢目的｣について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (エ) である。

(４点)

① 有線電気通信法は、有線電気通信設備の効率的な運営を図り、有線電気通信の健全

な発展を促進することを目的とする。

② 有線電気通信法は、有線電気通信設備の公平かつ能率的な利用を確保することを目

的とする。

③ 有線電気通信法は、有線電気通信設備の設置及び使用を規律し、有線電気通信に関

する秩序を確立することによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。

④ 有線電気通信法は、有線電気通信役務の円滑な提供を確保するとともにその利用者

の利益を保護することを目的とする。

(５) 総務大臣は、有線電気通信法の施行に必要な限度において、有線電気通信設備を設置した者

からその設備に関する報告を徴し、又はその職員に、その事務所、営業所、工場若しくは事業

場に立ち入り、 (オ) させることができる。 (４点)

① その設備若しくは帳簿書類を検査 ② 業務内容を把握及び分析

③ 運用状況を確認及び改善 ④ その設備若しくは附属設備を点検

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備を

接続する点においてアナログ信号を入出力とするものをいう。

② 移動電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備との接

続において電波を使用するものをいう。

③ 無線呼出用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、無線

によって利用者に対する呼出し(これに付随する通報を含む。)を行うことを目的とす

る電気通信役務の用に供するものをいう。

④ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であ

って、デジタル方式により、符号、音声その他の音響又は影像を統合して伝送交換す

ることを目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

(２) 安全性等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生すること

を防止する機能を備えなければならない。

② 端末設備は、自営電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ずる

る発振状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件

を満たすものでなければならない。

③ 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機

能を有してはならない。

④ 配線設備等の評価雑音電力(通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮し

て定められる実効的雑音電力をいい、誘導によるものを含む。)は、絶対レベルで表

した値で定常時においてマイナス６４デシベル以下であり、かつ、最大時において

マイナス５８デシベル以下であること。
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(３) 安全性等について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 配線設備等は、事業用電気通信設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにする

ため、総務大臣が別に告示するところにより配線設備等の設置の方法を定める場合にあって

は、その方法によるものであること。

Ｂ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１０オーム以下となるように接地し
きょう

なければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、この

限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備が有しなけ

ればならない識別符号とは、端末設備に使用される無線設備を識別するための符号であって、

通信路の設定に当たってその (エ) が行われるものをいう。 (４点)

① 送 信 ② 受 信 ③ 登 録 ④ 照 合 ⑤ 選 択

(５) アナログ電話端末の｢基本的機能｣及び備えなければならない｢発信の機能｣について述べた次

の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うとき閉じ、通信が終了したとき開く

ものでなければならない。

Ｂ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気通信回

線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後３分以内に直流回路を開くものである

こと。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 低群周波数は、８００ヘルツから１,０００ヘルツまでの間の特定の四つの周波数

を用いている。

② 高群周波数は、１,５００ヘルツから１,７００ヘルツまでの間の特定の四つの周波

数を用いている。

③ 周期とは、信号送出時間とミニマムポーズの和をいう。

④ 数字又は数字以外を表す押しボタンダイヤル信号は、１２種類規定されている。

(２) アナログ電話端末の｢直流回路の電気的条件等｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 直流回路を閉じているときのダイヤルパルスによる選択信号送出時における直流回路の静

電容量は、２マイクロファラド以下でなければならない。

Ｂ 直流回路を開いているときの直流回路と大地の間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の

一の電圧で測定した値で２メガオーム以上でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 移動電話端末が備えなければならない｢基本的機能｣、｢発信の機能｣及び｢送信タイミング｣に

ついて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ウ) である。 (４点)

① 応答を行う場合にあっては、応答を開始する信号を受信するものであること。

② 通信を終了する場合にあっては、チャネル(通話チャネル及び制御チャネルをい

う。)を切断する信号を送出するものであること。

③ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後１分以内にチャネルを切

断する信号を送出し、送信を停止するものであること。

④ 移動電話端末は、総務大臣が別に告示する条件に適合する送信タイミングで送信す

る機能を備えなければならない。

(４) 専用通信回線設備等端末は、 (エ) デジタル端末を除き、電気通信回線に対して直流の

電圧を加えるものであってはならない。ただし、総務大臣が別に告示する条件において直流重

畳が認められる場合にあっては、この限りでない。 (４点)

① メタリック伝送路インタフェースの ② 同軸インタフェースの

③ 光伝送路インタフェースの ④ 無線設備を使用する

(５) 総合デジタル通信端末の｢電気的条件等｣及び｢アナログ電話端末等と通信する場合の送出電

力｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 総合デジタル通信端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び磁気的条件のいずれか

の条件に適合するものでなければならない。

Ｂ 総合デジタル通信端末がアナログ電話端末等と通信する場合にあっては、通話の用に供す

る場合を除き、総合デジタル通信用設備とアナログ電話用設備との接続点においてデジタル

信号をアナログ信号に変換した送出電力は、マイナス３dＢm(平均レベル)以下でなければな

らない。ただし、平均レベルは、端末設備の使用状態における平均的なレベル(実効値)とする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ア) である。 (４点)

① 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器をいい、これらを支持し、又は保蔵するための工作物を含まない。

② 電線とは、有線電気通信を行うための導体であって、強電流電線に重畳される通信

回線に係るものをいう。

③ 平衡度とは、通信回線の中性点と大地との間に起電力を加えた場合におけるこれら

の間に生ずる電圧と通信回線の端子間に生ずる電圧との比をデシベルで表わしたもの

をいう。

④ 絶縁電線とは、絶縁物及び保護物で被覆されている電線をいう。
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(２) 有線電気通信設備令に規定する事項について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。(４点)

Ａ 架空電線の支持物には、取扱者が昇降に使用する足場金具等を地表上１.８メートル未満

の高さに取り付けてはならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

Ｂ 架空電線は、架空強電流電線との水平距離がその架空電線若しくは架空強電流電線の支持

物のうちいずれか低いものの高さに相当する距離以下となるときは、総務省令で定めるとこ

ろによらなければ、設置してはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則に規定する高圧とは、直流にあっては７５０ボルトを、交流に

あっては６００ボルトを超え、 (ウ) ボルト以下の電圧をいう。 (４点)

① １,０００ ② ３,０００ ③ ５,０００ ④ ７,０００

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律における｢識別符号｣になり得る符号の条件について

述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 本人によってその内容をみだりに他人に知らせてはならないものとされている符号である

こと。

Ｂ 当該利用権者等の身体の全部若しくは一部の影像又は音声を用いて当該アクセス管理者が

定める方法により作成される符号であること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において、電子署名とは、電磁的記録(電子的方式、磁気

的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録であって、電子

計算機による情報処理の用に供されるものをいう。)に記録することができる情報について行わ

れる措置であって、次の(ⅰ)及び(ⅱ)の要件のいずれにも該当するものをいう。

(ⅰ) 当該情報が当該措置を行った者の (オ) に係るものであることを示すためのものであ

ること。

(ⅱ) 当該情報について改変が行われていないかどうかを確認することができるものであること。

(４点)

① 管 理 ② 作 成 ③ 検 証 ④ 要 求



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) 

・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔Bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(９) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


